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平成 24年 10月 30日 

 

各      位 

                     会 社 名  三重交通グループホールディングス株式会社 

                     代表者名  代表取締役社長  岡本 直之 

                          （コード：３２３２、名証第一部） 

                     問合せ先  企画室部長 花満 亨 

                          （TEL.  ０５９－２１３－０３５１） 
 

持分法適用関連会社の異動(連結子会社化)及び特別利益の計上に関するお知らせ 
 
 当社は、本日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社である三重いすゞ自動車株式

会社の株式を既存株主より追加取得するとともに、財務諸表等規則に規定される支配力基準に基づ

き、連結子会社化することを決議いたしました。 
また、同社の連結子会社化に伴い、特別利益を計上する見込みとなりましたので、下記のとおり

お知らせします。 

 
記 

 
１．株式取得等の理由 
   三重いすゞ自動車株式会社は、三重県全域及び和歌山県の一部地域にて、いすゞ自動車株式

会社の取扱う新車販売、中古車販売、車検修理等を積極的に営業展開しています。このような

状況の下、主要な子会社となることによって、当社グループの信用力と経営規模を活かし、経

営基盤の強化等を図り、更なる企業価値の向上を目指します。 
今後も、当社はグループ全体の価値向上に努め、長期的･安定的な成長の実現を図ります。 

 
２．株式取得する会社の概要 

(1) 名   称 三重いすゞ自動車株式会社 

(2) 所 在 地 三重県津市垂水字中境 505 番地 

(3) 代表者の役職･氏名 代表取締役社長  山谷 行雄 

(4) 主な事業内容  ・各種自動車の売買 

・用品の製作及び販売 

・修理、加工及び車体製作 

(5) 資 本 金  105 百万円 

(6) 設立年月日  昭和 27 年 3 月 27 日  

(7) 大株主及び持株比率 

 

 三重交通グループホールディングス株式会社 19.95％ 

 三重交通商事株式会社           14.73％ 

資本関係  当該会社は当社の持分法適用関連会社です。 

人的関係

当社及び当社の子会社より、当該会社に取締役及

び監査役を派遣しています。また、当社の取締役

が社外取締役を兼任しています。 
(8) 当社と当該会社 

との間の関係 

取引関係

 当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係

はありません。また、当該会社は当社の子会社に

大型車両を販売しています。 
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３．当該会社の最近の業績動向 

 平成 22 年 4 月期 平成 23 年 4 月期 平成 24 年 3 月期

(1) 純 資 産  959 百万円 977 百万円 1,039 百万円

(2) 総 資 産  7,404 百万円 6,859 百万円 6,865 百万円

(3) 1 株当たり純資産  4,744 円 4,833 円 5,228 円

(4) 売 上 高  9,799 百万円 9,791 百万円 9,195 百万円

(5) 営業利益  144 百万円 115 百万円 146 百万円

(6) 経常利益  97 百万円 35 百万円 123 百万円

(7) 当期純利益 50 百万円 51 百万円 43 百万円

(8) 1 株当たり当期純利益 247.91 円 256.35 円 218.54 円

(9) 1 株当たり配当金  50 円 50 円 50 円

   ※ 平成 24 年 3 月期より、決算期を 4 月 30 日から 3 月 31 日へと変更いたしましたので、

決算期間が 11 ヵ月間となっています。 

 
４．異動前後における所有株式数及び所有割合 

(1) 異動前の所有株式数  72,830 株  
(議決権の数：72,830 個) 
(所有割合：36.64％) 

(2) 取得株式数  10,000 株  
(議決権の数：10,000 個) 

(3) 異動後の所有株式数 82,830 株 
(議決権の数：82,830 個) 
(所有割合：41.68％) 

   ※ 議決権の数、所有割合には、間接所有が含まれています。 

 
５．日 程 
   取締役会決議  平成 24 年 10 月 30 日 
   株式譲受日   平成 24 年 10 月 30 日 

 
６．特別利益の計上 
   平成 25 年 3 月期 第 3 四半期(平成 24 年 10 月 1 日～平成 24 年 12 月 31 日)で、特別利益(負

ののれん発生益等)約 600 百万円を計上する見込みです。 

 
７．今後の見通し 
   通期の連結業績に与える影響につきましては、現在精査中であり、業績予想の修正が必要と

認められる場合には、速やかにお知らせいたします。 

 
以 上 


